
令和8年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標

応神小学校 校長 学力向上推進員

「学力向上実行プラン」

【各校の取組状況の把握について】

◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み、学力の向上を推進

（１）知識・技能の習得

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

　

達成状況（評価）

次年度における改善事項

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○学習内容を習得しようと繰り返し課題
に取り組み、努力できる児童が多い。
●計算力や、読解力の定着に二極化が
広がり、学年が上がるにつれて、その差
が大きくなっている。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

・学校独自の漢字テストを活用するな
ど、各学年の実態に応じた方法で、学
年相応の漢字を習得できるようにする。
・繰り返しの計算練習や、毎日の音読の
宿題に取り組み、基礎学力が定着でき
るようにする。
・読書をする時間を意図的に設定する。
・文章問題では、必要なところにアン
ダーラインを引くなどさせる。
・ICT支援員と連携し、学習内容を定着
させるためにICT等を活用できるように
する。

　

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し

○気の合う友達や少人数のグループで
は、自分の考えが伝えられる。
●必要な情報を選んだり、自分の考え
を見直したりすることに課題がある児童
がいる。

・自分に必要な情報を正しく選び、自分
の考えを絵や文でまとめることができ
る。
・人の考えを聞き、自分の考えを見直し
たり広げたりすることができる。

・絵や文でのまとめ方を具体的に提示
し、自分の考えをわかりやすくまとめる
時間を設定する。（ノート、ロイロノートな
ど）
・互いの考えを伝え合える雰囲気を大
切にしながら、ペア学習やグループ学習
を行う。
・ホワイトボードやICT等を効果的に活
用した発表や話し合い活動を充実させ
る。

○ 基礎学力定着のために、個別学習や繰り返し学習を実践する。

○ 主体的に学び、個々の学びを伝え合う授業を実践する。

管理職による授業参観や教員からの報告等、様々な機会を捉え、取組状況の把握を行う。

○興味・関心のある学習には一生懸命
取り組むことができる。
●自分で学習の準備をしたり、問題意
識を持って追求したりすることに課題が
ある児童がいる。

・粘り強く課題に取り組むことができる。
・見通しを持って主体的に学習に取り組
むことができる。
・自分で課題意識を持ち、解決しようと
努力することができる。

・学習規律を徹底する。
・子どもの生活と結びつけた導入を心が
け、学習に興味・関心がわくような単元
構想を考える。
・授業の構造化を図り、見通しがもてる
ようにする。
・「家庭学習のてびき」を配付したり、「家
庭学習時間調査」を実施したりして、家
庭との連携を図り、自分の生活を見直
せるようにする。

　

　

　

教務　森本　真紀永井　武

　

次年度における改善事項

・学年相応の漢字の読み書きや基礎的
な計算が正しくできる。
・読みたい本を選び、じっくり読むことが
できる。
・文章の内容を正確に理解することがで
きる。
・ICT等の正しい使い方を身につけ、問
題解決に合った学習ツールを選んで、
活用することができる。


